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ドックを即Jかなくする。すなわち 1 のリパーを引くと 2 のリバ

ーは定位で鎖錠されるのである。このドックには組々の形があ

っ て， m途によりし、ろいろ組合わせて使うのである。 スイング

ド y ク(揺駒ーゆれこま)は図ー7 の l あるいは 2 のド y '7 のよ

うに ロ ックパー (駒付樗)に固定せず， ロ ァクパーに固定され

たピンを中心にiß/)く術造になっていて，ある条件のときにのみ

i也を鎖錠するときに使用される。(天野広)

きかいれんどうそうち 後械連動装置 (英) mechanical inｭ

terlocking 伝号機， 入j央際識，転車依(てんてつ)(，#等のすべて

の述鎖および傑作を機械的に行う装也の総事:j\で~巨鎖の方法等

により第 lf重および第 2 tÆに区分される。

t.P; 1 極 |幾械辿却J装世とは信号綴，入燥機織， '1叫依然~の儀械

でこを集中して， これらのてこ相互11J1の述鎖を綴械的に行う織

附すなわち第 1 極機械述動後を使用するものをいい，第 2 邸機

械辿却J装itl とは * 第 2 邸主U iß/)織を使用し信号俄，入換際識等

と伝鰍総との迎鎖を行うものをいう。

1 UDfillP.量械連動装置

列111または車両の巡転が相当ひん繁な (t，;11工場で ， m号後，入

j災保誠等に111気式を{史mする必裂のない場合に設備される。信

号扱所にtþ; l{軍;話器械Æ切I) r，畿を設備し，信号俄， 入1奥傑識等はワ

イヤにより，伝倣燃はパイプによ っ て傑作する。一般に見張人

を泣き ， 作業状態を股視しつつてこの操作を行うが~:î.視の困

難な場合等には一部に軌道悶路を設けて，轍宝HNÆまたは l!fl路

鎖錠を助iす場合がある。

2 第 2 箇臣告倣連動装;tt

~iß/)装 i白中もっとも原始的なもので，列車または平岡の主I!転

のひん繁でない停車場に設備される。信号てこはl反扱に{足利な

位置tに集中され， ワイヤによ って佑号機・入j災保誠~:~;を操作し，

転鰍総はmt~~において操作する。信号話器 ・ 入揺さ際識等と紙撤r.fi

との辿鎖は<r;2 鑑証U動般によって行うが，信号~ ・ 入j央際識等

の相互!日lの~鎖が必要な峨合には， 百円 2 極述動織または1ß気鎖

錠総もしくは特殊なこま組を用いて行う。この場合の特殊なこ

ま組による~鎖を特殊込U励ともいう。(尾松広一)

きかん 軌問 (英) gauge of track 軌条商から 16 mm 以内

の距離における軌条頭部聞の最短距離。

/ 111線部においては車両の迎卸Jを円滑にするため，直線部にお

ける軌問よりやや広くする。この広大:@:を*スラックというが，

医l欽では半径 800 m 以下の l曲線には半径に応じて，最大 30 mm

までのスラックをつけることになっている。

ilVi. fMIにはいろいろあるが 1，435 mm を ß~I~ÌW とし ， これより広

い軌闘を広軌， 狭い軌!日1を狭軌と呼んでいる。わが国で用い ら

れている直線部の軌問は， 国鉄では 1 ，067 mm，外国では 1 ，000，

1,435, 1,524 , 1,600, 1,676 mm 等の軌!日lがj羽いられている。

地方鉄道の軌間は地方鉄道法第 3 条により 1 ，067mm と定め

られており ， 特別の場合にあっては 1 ，435 mm または 762 mm

とすることができることになっている。またこれらの軌聞の jj;ij

阪は特殊の地方鉄道については適用しないことになっており ，

これらの特殊な地方鉄道として (1) 鋼来鉄道 (2) 懸丞鉄道

(3) 軌道より変更される地方鉄道(その延長線を含む) (4) 前

号の地方鉄治の所属車両を直通 して)lli転す る地方鉄道を渇げて

いる(地方鉄道法施行規I'IIJ第 7 条の 2 )。また転鰍総(てんてっ

き)に付;mする場合以外の曲線のうち，軌間 1 ，067 ， 1 ，435 mm の

もので幽線半径 600 m 以下のものは 25mm 以内，軌間 762mm

のもので /111総半径 400 m 以下のものは 16 mm 以内の肱度(スラ

ック)をそれぞれ該軌聞に付すべきことにな っている(地方鉄

道建設規程第 5 条)。

軌道の軌!日1は軌道建設規程第 5 条には 762 ， 1,067, 1,435mm 

とすべきことが規定されており ， このほかの軌間を係用する場

合は， ~;'iに許可を受けなければならない(軌道建設規程第 35

条)。併用軌道では軌間 1 ，067mm もしくは 1 ，4 35 mm にして曲

線半径 120 m 以下のものは 25 mm 以内 ， 軌|尚 762 mm にして l曲

線半径 60 m 以下のものにあっては 13 mm 以内の鉱度を君主軌l首1

に付すべきことになっている(軌道建設規程第 6 条)。新設軌

道の鉱皮については地方鉄道に準じている。(初回熊次 ・ 林四郎)

きかんく 後関区 国鉄の鉄道管型局の~業後l刻。そのおもな

担当業務は後段1 111 ・ 電車 ・ 気動車および暖房平の迎用 ， i畿!刻耳1

*務員 ・ 気動車*務員および暖房事乗務員の巡用， ~襲関ヰI ・ 気

動車およひ.暖房耶の述;1去 ・ 整備 ・ 検査および修繕である。そし

てその検修業務は所定により仕業検査， 運転検査， 交番検査，

1!l\火検査， 局部検査，丙修繕，臨時修繕等日常のJI1丙述舟l上の

検修を行うことになっており ，機関区で行わない乙修絡， 甲修

絡， 蛾|刻定期修繕その他の検査お よ び修繕は， 受持工場で担当

することにな っ ている。また業務を合JlJ!的に遂行するため繊関

区で， 電車区において行っている業務をも担当しているところ

がある。段以l区は儀関111および悶乗務員のもっ とも経済的な迩

Jfj，列車巡転の始点 ・ 終点その他地JlJ!的条件等が考慮されて，

主要駅または操車場の併内に設誼されている。その数は 187

(nH和 32 ・ 6 米)におよび，門司鉄道管理局の 16 を筆頭に l 局に

3-12 置かれている。(な:お本区をf泣く程度に歪らない 59 の地

区には支区が伯‘かれている)。また様|刻区に所属する職場として

派出所，際|刻111駐泊所，給炭水所等がある。

機|並区には機以i区長がI泣かれ，鉄道管沼!局長の指係を受けて

支区長， 助役， IJj:務掛，機関士，踏襲関士見習，機関D1J士，際関

助士見習， m気機関士，電気陸自闘士見習，電気機関助士，電気

儀関助土見習，磁I対車検査掛，機関車掛， 信号掛， 誘導掛， 百E

H量{安ト，燃料指滋掛，燃料掛， 整備掛を指侮監督し，韓基関区に属

するいっさいの業務を処理している。また車両の箇類に応じて，

気動車運転士，気動車運転士見習， 'í1i:lI1述転士，従事巡転土見

習， 電車巡松D)J土， 電車検査掛， 客士'(111検:t1f.掛を 111いている。

これらの職員を憾関区従事負といい， また illi転従事負とも呼び，

約 66 ，800 人(全職員の約 15%) いる。(1!ì援正直)

きかんくせつび 担韓関区設備 機関111を保守自在日li し，被|其!車

梁務員を回日制li ・迎i周する俄関区の設備ならびに繊|共l支:区 ・盟主泊

所空宇機関111 または際関111乗務員の運行先での後|刻車整備施設，

釆務員宿泊 ・ 休養施設~の総称。後|刻区設備にはつぎのものが

ある。

1 司1 )i11 

検i彦事国l と収量pjI~\i :およびその他Ili隊がある。検{彦車庫とは，

一定以準巡伝キロまたは!tJJ 日ごとに，後|刻ヰIのlJl!剖iを解体して




